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タイ人学習者の会話力については、会話のやりとりよりも単独での一定の長さのあ

る話を行うことに問題がある。学習者の話す技能を高める方略が学習されていないの

ではないかと考え、そこで、本研究では、タイ人学習者の、「JF日本語教育スタンダ

ード2010」による話し言葉における産出技能の方略の使用実態を把握するために、独

話のコーパスを作成し、タイ人学習者の独話の学習困難点を解明する。 

第Ⅰ段階で、収集したタイ人学習者と母語話者のスピーチのデータを分析して比較

を試みた。分析については、Schiffrin（1987）の談話標識、中井（2012）の言語的ア

クティビティ、佐久間（2002）の談話展開機能を参考とした。また、教材開発のため

に、従来出版された教材と比較し、その結果、会話教材に明示すべきタイ人学習者の

ための学習項目は、①話の構成、②話の継続方法、③ターン交替の方法、④発話上の

問題処理方法であることが分かった。  

第Ⅱ段階で、海外における日本語学習者を対象とする教材開発の情報をシェアする

ため、ASEAN諸国の非母語話者間の話す技能を比較する必要がある。本研究では、イン

ドネシア人学習者の独話のコーパスも作成し、タイ人学習者の独話の学習困難点と比

較した。その結果、両方の学習者のスピーチでは話の継続方法の種類や注目を集める

方法が限られていることが分かった。添加型と逆接型以外の展開方法や注目要求の表

現をさらに学習すべきである。さらに、インドネシア人学習者よりタイ人学習者のほ

うが、ソ系による文間の連鎖をせず、言い誤りへのおわびをする頻度が高いことも分

かった。独話練習の注意事項に追加すべきであろう。 
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